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摘要

現在，訪日インバウンド観光の需要拡大に向け，旅行先として日本を認知していない欧米豪の訪日無関心層

の取り込みが推進されている。中継国や空港航空会社がトランジット旅客に提供する観光プログラムであ

るトランジットプログラムは，無関心層の参加が見込めるものであり，体験を通じて一次情報によるデステ

イネーションイメージを形成する，観光プロモーションのアプローチの 1つとして捉えられる。本研究では，

成田空港のトランジットプログラムを対象とし，プログラムの成立要因と訪日インバウンドプロモーション

における体験型の観光プロモーションとしての特徴を明らかにしその相補的な発展の可能性を検討した。

I研究の背景と目的

現在，訪日インバウンド観光の需要拡大に向け， 日

本を旅行先として認知していない欧米豪圏の訪日無関

心層の取り込みが課閣となっている。訪日観光客の約

8割を占めるアジア圏からの観光客についても，訪間

先が人都市圏に偏ること， リピーターが伸び悩んでい

ることから，これまでに多くは知られていない地方部

に焦点をあてながら，多様化する個人旅行のニーズに

対応した観光資源の発信が求められている。

しかしながら，地域からの紙媒体や動画， SNSとい

っだ情報発信による観光プロモーションは，旅行先と

して当該地域を認識していない無関心層には届きにく

い。無関心層に対して地域を認識させる上で効果的な

手法として， 自らの経験という一次情報によりディス

ティネーションイメージの形成を促すことができる体

験型のプロモーションが挙げられており (Tanget 

al.2017, Zhang et al. 2018), YRやARを用いた疑似体

験によるプロモーションツールを用いる観光組識も増
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えてきている。

一方，オープンスカイの航空業界において乗り継ぎ

の必要性が増していることから， トランジットによる

移動は一般化・拡大の傾向にあり (Page2005, Wensveen 

2007)，トランジットの間に行う短期滞在の観光（以下，

トランジットツーリズム）は，ボリュームは小さいが，

潜在的な成長のあるマーケットとされている

(Mc Kercher and Tang 2004)。世界的に見ても，主要な

ハプ空港では， トランジット旅客に対するサービスと

して，中継国や空港の運営主体，航空会社による観光

プログラムが提供されている。国内では， 2014年に策

定された「観光立国実現に向けたアクションプログラ

ム」のトランジットの項目において，「訪日プロモーシ

ョンの新たな切り口として国際線通過旅客についても，

わが国の良さに触れてもらい，次回への訪日につなげ

るべく，入国旅客への移行を図るためのプロモーショ

ンを実施する」とされたことを受け， 2015年よりトラ

ンジット客に向けたサービスとして「成田空港トラン

ジットプログラム（以下成田TP)」が提供されている。

トランジットツーリズムについては， Thanget al. 

(2017) による再訪効果について， McKercheret al. 

(2014)は香港を対象としてその発展阻害要因につい

て研究しているが，これを扱った研究は極めて少ない。

空港での体験とカントリーイメージの形成については，

Martin-Cejas (2006)は到着空港の第一印象が後にその



国のイメージ形成に影警すると， Gunn(1988)は， ト

ランジット旅客がハプ空港で受けた体験や印象がその

国のイメージになることを明らかにしおり， トランジ

ットプログラムと空港サービス，あるいはインバウン

ドプロモーションとが連動することにより，地方部へ

の展開を含めた体験型の観光プロモーションとして，

効果を発揮する可能性があると考えられる。

そこで本研究では，成田空港におけるトランジット

プログラムを対象とし，関係主体による観光資源に対

する評価と提供されるプログラムと， 日本政府観光局

(JNTO)が進める地域プロモーションを目的としたイ

ンバウンドプロモーションとの比較から，無閲心層，

あるは地方部に対する観光プロモーションとしての意

義と相補的な発展の可能性を示すことを目的とする。

11研究手法

2. 1成田空港トランジット＆ステイプログラム

成田 TPは，「成田空港トランジット＆ステイプログ

ラム連絡協議会」が運営組徹として提供する無料のト

ランジットプログラムであり，成田空港の周辺の6自

治体（成田市，香取市，多古町，芝山町，栄町，神崎

町）を対象とするツアーが用意されている（表1)。

プログラムは，電車や路線バスなどの公共交通を利

用した無料のガイドツアーとセルフツアー，ガイドと

ともに周辺市町を周遊する有料のバスツアーがあり，

無料のツアーはトランジット旅客に限らず日本籍以外

の成田空港の利用者が出発便や到着便の前後で利用す

るもの，バスツアーは日本人も含む一般の利用も可能

となっている。ツアーの観光コンテンツは，ガイドッ

アーでは，成田山新勝寺や佐原の伝統的町並み，利根

川の水郷地域や下総台地の白然，田園地帯の日本の原

風景といった地域資源，セルフツアーでは，アウトレ

ットモールや芙術館などの施設が中心となっている。

2018年度のガイドツアーの年間利用者数は約 1万 2

千人， トリップアドバイザーでは旅行者から高評価ロ

コミを獲得し，エクセレンス認証を受けている。

国土交通省航空局の平成 28年度航空旅客動態調査

によると，成田空港では年間約265万人が日本をトラ

ンジット客として通過している。成田空港の主な乗り

継ぎパターンはアジア発成田経由北米行，欧州発成田

経由オセアニア行であり，この利用者が成田 TPの主

なターゲットとなる。成田 TPの運営時間は，ガイドッ

アーの受付が9-12時，窓口も 16時までと，午前着のア

ジア・欧州発の路緑夕方発の北米・オセアニア行の路
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表 l成田TPのツアー概要

夕 必要 必要
移動手段

イ
言

行先 時開 最低予算ツアー 観 夕 白徒

プ
語

(h) （円）
パ電光ク 転 歩

ス車パシ
ス 1 車／

成田市
成田山新勝寺と表参道で

3 500 

゜゜ガ
日本文化体験

日本の食文化体験と航空
イ 芝山町 3 2,000 0 

科学博物館

ド 英 日本人のふるさとの原風
多古町 3 600 0 

゜ツ 語 景‘'里山体験＂

ア
栄町

江戸を感じる町並みでコ
3 1,600 00  

゜| スプレ体験

香取市
小江戸渚緒を味わう佐原

4 
の水郷地区

1,430 

゜゜神崎町 日本の文化「発酵」体験 3 9,000 

゜セ 酒々井プレミアム アウトレットでショッピ
25 700 0 

）レ アウトレット ング

フ
I ィオンモール成田

イオンモール成田で
500 0 3 

ツ ショッ ピング

ア DIC川村配念美術館
DIC川村記念美術館で美

25 2,300 00  
| 術鑑賞

MEGAドン・キホー ドン・キホーテでショッ

テ成田店 ピング
25 500 0 

英 栄町／神崎町／香取市
歴史を肌で感じる佐原

6 3,500 

゜
,, 
ァ コース
l ス

語 栄町／多古町／芝山町
日本文化を体験する芝山

ツ 6 3,500 

゜コース

線に対応したものとなっている。

入国ビザが必要なアジアの旅行者に対しては，トラン

ジットビザではなく，寄港地上倖許可制度（ショアパス）

を遥用することで対応するものとしている。

他国のトランジットプログラムと比較すると凡まず

運営形態については，アジア諸国では空港管理運営会社

や政府が提供する空港サービス，中東やヨーロッパでは

航空会社が利用者に対するサービスとして提供されて

おり，成田 TPの地域振興をねらいとした自治体や事業

者を主体とした運営は特i痴りと言える。また，プログラ

ムについては，他が街の中心地を巡る専用バスで巡るシ

ティツアーが一般的であるのに対し，ローカルな歴史文

化資源，自然資源をめぐるツアーとなっていること，連

絡協議会に参加する白治体や施設ごとにツアーが提供

されるため，数が多いことが特徴といえる。

2.2研究手法

本研究では，成田 TPにおける関係主体による観光

資源に対する評価とツアーにおいて提供される観光コ

ンテンツについて， JNTOが進める地域プロモーション

を目的としたインバウンドプロモーションとの比較対

象を行った上で，国際拠点空港におけるインバウンド

プロモーションの可能性について検討する。ヒアリン

グ，文献調査の対象は表2に示す通りである。

2.2. 1 JNTO訪日インバウンドプロモーションの把握

独立行政法人国際観光振興機構，通称日本政府観光局



表 2 ヒアリング・文献調査の丸象

調査先 担当（対象）者 調査内容 日時

冒
ヒアリング

——l 成田国際空港
経営企画部 I氏

成田 TPの設立経
2019/10/4 T 

ス 株式会社 緯運営体制

］ 
（一財）成田国際空

運営実務ボラン
ク 旅客事業部

ティアガイドの実 2019/10/18 ホ
港振興協会 k氏 I氏 N氏）レ

↓9 目LJ巳ヒ‘ ダ

香取市 生活経済部 A氏
TPに関する取組

2019/12/9 
と狙い

シテイプロモーシ TPに関する取組
成田市

ョン部 K氏 と狙い
2019/12/9 

JNTO 企画総室長 「氏
成田 TPの設立経

2019/12/16 
緯

WEBアンケート

多古町芝山町，栄町，神崎町
TPに関する取組 2019/12/11 

と狙い -31 

成田TPボランティアガイド
ガイド時に提供す 2019/12/11 

るコンテンツ -2020/1/15 

トリップアドバイ 成田TP利用者 成田 TPに対する 2016/4/1 

ザーコメント 1 8 5件 評価 -2019/12/31 

文献

国土交通省 2014 「トランシソト旅客の訪日観光促進事業の進め方について」

国土交適省 2014 「トランジット旅客の訪日観光促進協議会の設芭について」

国土交適省 2014「トランジット旅客の訪日観光促進協議会」

成田TP公式ホームベージ NaritaAirport Trans it & Stay Program 

ヒアリング調査

言 市場横断プロモー 無関心屡へのプロ
イ

ション部 M氏M モーションの戟略ン
ノゞ
ウ JNTO 氏 と取組 2019/12/16 
ン

地域連携部 k氏 地域プロモーショ
》〇
ロ 統括役E氏 ンの取組と実態

モ
| 文献
シ
ヨ 日本政府観光局 2018-2020年度訪日プロモーション方針
ン
日本政府観光局 ビジット・ジャパン事業

日本政府観光局 Enjoy my Japan事業

日本政府観光局訪日旅行誘致ハントブック 国別外国旅行の動向

（以下]NTO)のグローバルキャンペーン，地域プロモー

ショ乳旦当者へのヒアリング調査，ホームページや報告

言を用いた文献調査から，訪日インバウンドプロモーシ

ョンにおける対無関心層，および地方観光地に関する取

り組みを把握した。特に，無関心層に対するインバウン

ドプロモーションについては，グローバルキャンペーン

として展開された市場横断プロモーション「Enjoymy 

Japan」，地方観光地については，地域プロモーション運

携室における，観光コンテンツの掘り起こしを通じた取

り組みに注目する。

2.2.2成田TPの運営体制とプログラムヘの評価

運営主体である空港の管理運営会社，自治体担当者へ

のヒアリング，ボランティアガイドヘのアンケートを通
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じ，設立経緯やツアー造成や資金調達といった成田 TP

全体の運営体制を整理した上で，各主体の取り組みの状

況とプロラムの効果に対す評価， TP参加者のプログラ

ムに対する評価を把握した。運営主体に対しては，①関

係する部著や外部組織②具体的な業務内容，③参加の

経緯とねらい，①推奨するツアーの観光コンテンツと

TPに組み込めていない地域資源⑤TPに対する効果の

実感と課題について，ボランティアガイドに対しては，

参加のきっかけとともに，ツアーを提供する上でのエ

夫点やTPに組み込めていない資源について伺った。

2.2.3成田TPの観光コンテンツの特徴の把握

成田 TPで提供されるツアーの観光コンテンツについ

て，参加白治体やボランティアガイドが将来提供したい

と考える潜在的なコンテンツも含め， ]NTOが提示するモ

デルプログラム，ツアー参加者からの評価との比較から，

その特徴を分析した。ここで観光コンテンツとは，ツア

ーにおいて提供される観光体験を指すものとし，見学や

飲食，文化体験プログラム，アウトドア・スポーツ，鼠

観といったものが該当する。

分析にあたっては9]NTOが訪日インバウンドプロモー

ションにおいて設定している観光プログラムに対する

評価の視点を踏まえたフレームを整理した。対比する

]NTOのプログラムとしては，｝囮或プロモーション連携室

が実施する 100Experiences,ツアー参加者の評価とし

ては， TripAdviserにおける投稿からツアーの評価に関

する文言を抽出し，内容ごとに集計したものを用いた。

m JNTOの訪日インバウンドプロモーション

3. 1 無関心層に向けたグローバルキャンペーン

Enjoy my Japanは，欧米豪市場の所得水準が高く成熟

した観光市場を擁する欧米豪諸国からの旅行者を取り

込むことを目的とした， 「海外旅行には頻繁に行くが日

本を旅行先として認知・意識していない層（訪日無関心

層）」をターゲットとした市場横断のグローバルキャン

ペーンであり， 2018年より開始されている。

キャンペーンにあたっては，訪日無関心層の態度変容

を効果的に促すテーマを抽出した上で，デジタルマーケ

ティング技術を用いたプロモーションが行われている。

具体的には，対象国（アメリカ，カナダ，オーストラリ

ア，イギリス，フランス）に対し，旅行に対するパッシ

ョン，訪日阻害要囚，メディア接触状況についてのイン

ターネット調査に基づいて，伝統， 自然，アート，食，

まち，リラクゼーション，アウトドアの7つのテーマを



設定，無関心層の態度変容に訴求する要因を整理した上

で，テーマごとの体験を PRする動画によるプロモーシ

ョンが行われた。プロモーションの対象とされたのは，

ゴールデンルート以外の海外での認知度が低い観光地

であり，ターゲット層に重なる洵外モデルを起用し，洵

外の監督による，外国人目線で日本の魅力を追体験する

ことを意図した動画が作成されている。

キャンペーンを通じて得られた調査データ，及び，広

報コンテンツ作成やSNSの運用といったメディア活用の

手法は，訪日プロモーションにおけるクリエイティブ・

ガイドラインとして整理され， OMOや白治体に向けての

デジタルマーケティングの支援として提供されている。

3.2 地域プロモーション連携室の取り組み

]NTO では，インバウンドに取り組む地方自治体 •DMO

地域に対する相談窓口，洵外プロモーションにおける連

携の強化を目的とし， 2017年に「地域プロモーション連

携室」を開設，地方ブロックごとに専任の職員を配置し

ている。具体的には，プロモーションやマーケティング

の専門人材，ノウハウや悔外とのチャネルの不足といっ

た地方の課題に対し，先行事例の紹介やデジタルマーケ

ティングに関するセミナーの開催，有料のコンサルティ

ングの提供が行なわれている。

地域プロモーション連携室の取り組みとして，地方自

治体やDMOが地域の観光コンテンツの掘り起し訪日プロ

モーションに展開する上でのモデルを示すことを目的

に， 2018年に実施された観光コンテンツの収集が挙げら

れる。図1はこの事業のプロセスを示したものである。

全国から約 2100の応靡があり，一定の基準をクリアし

た約300件については， ]NTOのウェプサイトや，商談会

の商品素材，招請事業の］レートづくりなどのプロモーシ

ョンに活用されている。地域やテーマのバランスをみな

がら選ばれた 100件により，訪日旅行パンフレット「100

Experiences in Japan: Find the Japan of your Dreams!」

が作成されている。また，基準に満たなかったものを含

めすべての応募に対し，コンテンツの磨き上げに向けた

フィードバックが行われた。

評価の基準は，第一段階として，外国人が理解し得る

文章や写真で構成された英語のウェブサイトを含め，迷

わず参加することができる「受け入れ体制」が整備され

ているかどうか，その上で，外国人目線に沿った「コン

テンツ造成」が行われているかであり， ]NTOの海外事務

所と外国人有識者によって評価されている。「コンテン

ツ造成」の評価の視点は，①その土地に根差したストー

リー性やテーマ性を有している，②地元の人々とのふれ

あいや，地域資源を活用している，③日本らしいユニー

クさや非日常体験を提供している，①通常では利用でき

ない希少性や限定感エクスク］いーシブな体験を提供し

ている，の4点である。

・ll,1』疇I
、,＇
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
,
'

，-

コ

―

シ

一

汀

一

二
‘)

-

ァ＇

）

＼

面
r

、

¥,

ti榜
逍

一

-9

ス

[
3

[

i

ン

存

ー

＿

テ

―

テ
＇

ラ

0

ぐ

ン

T

-

ノ

コ
N

正

一

は

J

別一
池

の

、

L
[

-

表

で

老

、

『～
＿

i
 

ー

て

団

”

?

-

t
 

目

芍

れ

一

人

〈

入

―

テ

―

国
国

I
I
-

外

外

受

9
9
 

件

一
0

-

|

-
＇ 
。
1

1

-

。
0

件

―
0

件

一

3
 

。
6

0

-

約

勺

0

-

々
が

1

"＼
-

a

-

p

ン

朽

―

上

二

参

一

n

-

光

の

籾

グ
造

• 
s

-

e

ツ

定

一

'

-

の

c

t
錢

パ

光

＿

n
 

Z
E
 

5

虹

登

ド

i

_

-

r

卜

〈

一

ド

―

e

B
 

T

-

p

ン

D

ィ
ン
ノ

x

ウ
を
フ
ウ
共
—

パ

ソ

の

パ

の

―

E
 

面

ノ

り

―

。
0

ン

ン

ー

｀

5

-

1

平
ィ

t

-

イ
テ

q`

ヽ

ヽ

9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
,
'
 

図 1地域プロモーション連携室による観光コンテンツ収集
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IV成田TPの運営組織と体制

図3は，成田 TPのプログラムの運営体制を整理した

ものである。成田 TPは，成田空港トランジット＆ステ

イプログラム運絡協議会によって運営されている。連絡

協議会は企画や連絡会の運営など全体的なマネジメン

トを行う「成田国際空港株式会社(NAA)」，受付やガイド

のマネジメントと育成情報発信などの実務を担う「成

田国際空港振興協会」，ツアーの核となる観光コンテン

ツやイベント，町内飲食店等の情報提供を行う「周辺自

治体」の 3者で構成され，バスツアーを運行する JRバ

ス関東，美術館，面業施設が協賛会員となっている。運

絡会は2か月に1回のペースで開催され，実績報告とツ

アーの改善などが議論される。また， 3月には航空会社

や]NTOも参加し，年度報告と次年度目標が議論される。

成田 TPのツアーは，参加白治体や協賛会員となって

いる各施設が1つずつ提供するものとなっているが，成

田山以外の地域については，公共交通機関でのアクセス

が不利であることから，複数のツアーを組み合わせた有

料のバスツアーが JRバス関東との運携により提供され

るようになっている。
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＿ 
成田市 成田山舒勝守と哀参追

成田国際空港株式会社 全体マネジメ‘
， 香取市 仏原(J)7メ郷地区

パ l ！ 多古町 田同地宗でサイクリンク‘ : 

字戸 l1中者の拡た l CC国内秤枯妍の拡介 i l 乏山町航な也物戸四所神社 I 
： ： 栄町：テーマバーク房総のむら

成田国際空港振興協会 ガイドの管理、実務 ！ ！ 神峠町道の駅発酵の中こうざき ！ 
i ~ ポランティアガイド i i 観光事業者 l i 各観光施設

各自治体のコンテンツに某づいて、自己(J) ’ ’ 

裁予てJアーを組み立て 捉供する c i i バ竺這ェ ！ Iコンテンツの提示I
L 

図 3成田TPのプログラム運営の休制

当初運営主体は，アクションプログラムを受け国の主

導により 2014年に設立された「トランジット旅客の訪

日観光促進協議会」であり，国からは国土交通省航空局

と関東運輸局，観光庁， ]NTO,オブザーバーとして法務

省入国管理局が参加していた。2016年に成田空港と周辺

白治体へ業務移管され，発足したのがツアー造成とプロ

モーションを一体的に行うための「成田空港ワーキング」

と，その下部糾織であり，成田 TPを運営する「成田空

港トランジットプログラム連絡協議会」である。 2017年

からは空港周辺の宿泊客も対象に加えた「Narita

Airport Transit &Stay Program」と改称， 2019年4月

には香取市が参加し，新たなツアーの提供が開始されて

いる。 ]NTOは，業務移管以降は直接的な運営への関与は

なく，悔外事務所でのパンフレット配布など広報での協

力をするという関係となっている。

運営資金は， 2016年までは国の補助金，それ以降心里

絡会に所属する糾織からの負担金と，関東運輸局のプロ

モーション費用により賄われている。

成田プログラムのガイドは，ボランティアガイドであ

り，現在の登録は約220名，その募集・登録管理は成田

市，ガイドの育成や手配は，成田国際空港振興協会が行

っている。ガイドに登録されると，注意事項やツアーの

流れ，自治体ごとのテーマや見どころについて，座学の

1日研修を受けた後，実地での研修を 20回程度行った

上で，間題がなければ一人でガイドが行えるようになる。

ガイド一人あたりの参加人数は最大6名まで， 1日10名

が待機することとなっている。

ガイドツアーは，参加者の希望に合わせてガイドがそ

れぞれにアレンジしており，固定されたコースやマニュ

ア］レはない。対象エリアの知識や情報は，ガイド控え室

に掲示される自治体及び観光施設から情報と，ガイド

がツアー後に記録するノートを介し，共有と更新が図

れるように工夫されている。また，個人的に情報を収

集し，オリジナルの資料を作成するといった，ガイド

の質の向上に取り組む意欲の高い人も見られる。ガイ

ドの多くはリタイア層であるが，成田空港や白治体や担

当者からは，成田空港に近いという土地柄，海外駐在や
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旅行業といった海外経験の豊富な人材が多いことが，外

国人目線に沿ったツアーの提供されている，という評価

につながるところが大きいと認識されている。

V参加主体のねらいとプログラムヘの評価

5. 1成田国際空港株式会社(NAA)

空港を運営するNMにおけるトランジットプログラム

の展開の第一の目的として，空港からインバウンド客を

地域に送り，地域活性化に貢献することがある。これは，

空港建設にあたっての経緯や，騒音間題に関する地元と

の調整といった背景から，周辺地域との共生が成田空港

の経営における重要項目となっているためである。

空港運営の視点からは，まず，他の路線への乗り換え

の抑止や旅行先としての滞在に繋がる空港サービスと

しての定着を視野に入れている。多言語でコースの案内

や公式ホームページの充実， SNSを用いたデジタルマー

ケティングなどを通じて，日本経由した移動を定期的に

行う人など，約 30万のトランジット客という潜在的利

用者の認知向上に力が入れられていた3

さらに成田 TPの狙いとして，インバウンド観光客の

国内地方路線の科用を増加するために，地域観光への関

心を高めることが挙げられた。これは，インバウンド観

光客の訪日後の移動手段に地方路線が選択されにくい

人きな理由として，主要な移動手段およびディスティネ

ーションが，ゴールデンルートに代表される新幹線を中

心としたネットワーク上にあるためであり，成田 TPか

ら地方空港を拠点とした観光プログラムヘの展開など，

国内線を利用したインバウンド観光のネットワークの

きっかけとしての役割が期待されていた。

5.2参加自治体

成田市では，既に訪れているインバウント雷方間客の満

足度を高めること，また，インバウンド客の増加による

観光消費額の増加が期待されていた。特に，成田市の核

となる観光コンテンツである成田山表参道から新勝寺

までのエリアは，空港からのアクセスがよく，花道や茶

道，着付けなど文化体験も含めた多様なプログラムが提

供でき，日本食の飲食店の選択肢も豊富であることから，

利用者の評価が高いと認識されていた。

香取市や多古町では，成田 TPへの観光コンテンツの

提供，特にウェプでの情報発信を通じ，まちとしての国

際的な知名度を向上することが期待されていた。

香取市では，佐原地区の伝統的なまちなみど祭り文化

が核となる観光コンテンツである。連絡協議会への参加



にあたっては，ステイツアーとして地区に開業した分散

型宿泊施設を利用した滞在プログラムが検討されたが，

導入には至っていない。市では，商工観光課で専任の外

国人職員を配置するなど，インバウンドプロモーション

を展開するための体制をとっており，観光地として認知

され，整備された佐原地区を中心に，受け入れの体制が

整った状態でのプログラムヘの参加といえる。

多古町では，田園風景を眺めながら道の駅周辺の芝生

や遊歩道を散歩し，地元の食（多古米）を楽しみ，白然

に触れるといった体験を資源と捉え，観光コンテンツと

して提供している。農業体験と田んぼで昼食といった，

より積極的な体験のプログラムについては，時間的な制

約から導入が難しく，実現には至っていない。

一方，地域振興という観点からは，飲食店や土産店と

の連携について，成田市，多古町ともにガイドツアーの

なかでの利用が図られていたが，インバウンド対応が必

要となることから，事業者からの積極的な働きかけによ

るもの，というよりも，白治体担当者やガイドからの働

きかけにより，調整がはかられているところもあり，日

本人観光客も多く訪れる成田地区では，協力的な店舗が

多くはないことが課題として挙げられた。

潜在的な観光コンテンツとしては，芋掘りなどや田植

え体験などの農業体験，成田ゆめ牧場や香取市の農園リ

ゾート “THEFARM"といった，宿泊も可能なアウトドア

施設，バーや居酒屋の活用したナイトタイムコンテンツ

が挙げられている。これらは， 1組織につき 1つのツア

ーといった協議会での調整や，時間的や交通アクセスと

いった物理的な制約などにより，現段階では実現が難し

いとされたが，特に，佐原市においては，伝統的まちな

みでの宿泊といった滞在環境も含め，市全体の資源と魅

力を伝えることで，次回訪日時の滞在に結び付けること

が目標として挙げられていた。

5.3ボランティアガイド

ボランティアガイドに対するアンケートでは， 6件

の回答が得られた。参加の動機としては， 日本あるい

は地域の魅力を洵外に伝えること，英会話の練習や国

際交流や海外文化への興味などが挙げられた。

ガイドとして提供している観光コンテンツとガイド

上の工夫について，歴史・伝統文化， 白然，食，その

他のそれぞれのテーマごとに質間したところ，各自治

体のツアーのモデルコースとして示される観光コンテ

ンツとともに，寺社への参拝の作法や仏教の伝来など

の文化的背屎，うなぎやピーナツといった名物の背景，

田園風景の移り変わり，祭りへの参加など， 日本や地
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域の文化を，体験を交えながら伝える工夫が示された。

また，現在は実現していないがガイドとして提供し

たい観光コンテンツとしては，神輿担ぎや香取神宮へ

の参拝，餅つきや芋掘りなど農業体験，水引体験とい

った，現在時間的な制約から実現が難しい文化体験が

挙げられており，時間的な余裕をもって，地域の文化

を体験してもらいたいという思いも伺えた。

5.4 TP参加者によるプログラムヘの評価

参加者の評価として， TripAdviserの成田TPに関す

投稿 (2016年4月～2019年 12月）からツアーにおいて

提供される観光コンテンツやツアー運営に対する評価

に関する文言を抽出し内容ごとに集計した（表3)。

コメントは全部で185件あり，約6割が北米とアジア

圏の在住者，英語以外では重点市場である台湾やタイ，

スペイン語での投稿が見られた。

ツアーの運営についての少数の不満を除いては，否定的

なコメントはほとんど見られなかった。特に言及される

ことが多いのは，参加者が多い成田コースに関する 168

件である。内訳は，新勝寺が70件，表参道が36件，詭

摩の体験が24件，日本庭園が34件となっており，祇園

祭や山車についても4件で言及されている。観光アクテ

ィビティに関しては，うなぎや蕎麦など日本食について

が 90件と多く，着物や茶道などの文化体験に関するも

のが28人となっている。また，多古のコースの田園風

表3 トリップアドバイザーにおける成田TPへのコメント

コメント者の居住地 計185人

アジア地城 31人

1じ札地域 92人

その均成（欧・豪・南米） ＊不明を除く 19人

不明 43人

ツアーの評価に関する文言 全630件

■雀見光コンテンツに支「する好意的な評価 413 

•成田コース（新勝吉，表参直護摩日本庭圏） 168 

・多古コース（田圏地帯でサイクリング） 21 

・香取コース（佐原の伝統景観） 3 

・食（うなき． R本食） 90 

・文化体験（着物，茶道1本険） 28 

・買い物（日本のお土産， ショ／ピング） 13 

•その他 90 

■ツアー運宮に関する公的な評価 212 

・受付係の対応に対する文言 16 

・ツアー代無料ツアー得点に対する文言 33 

・ガイドの知識や人柄に対する好意的な文言 163 

■ツアー運営への不満 5 

ガイトの英語力，公共交遅の分ガリ難さ，値段なと



景での中でのサイクリングや多古米などに関するもの

が21件とツアーの実施数に対して多くのコメントを得

ており，印象深い体験となったことがうかがえる。また，

2019年 4月に提供が始まった佐原の屎観について言及

するものも 3件見られた。

ツアーの運営への好意的なコメントとして特筆すべき

は，ボランティアガイドに対するものである。ガイドの

知識や人柄に関しては， 185件中約9割を占める 163件

で言及されており，プログラムに対する満足度の向上と

結びついていることが伺える。他には，受付係の対応が

16件，ツアーが無料であることや特典，構成の良さにつ

いてが 33件と多く言及されている。また，投稿の内容

から， 2回目以上のリピート参加であること，あるいは

再訪意思が読み取れるコメントも複数見られた。

基本的な受け入れ環塩の整備については， NMや各自

治体での取り組みも行われているが，観光コンテンツ

白体については，洵外経験があり，外国人との交流や

日本の文化を伝えようとすることに対して意識が高い

ガイドによる，外国人の目線に沿ったコンテンツの提

供によるところが大きく，参加者の満足にもつながっ

ているといえる。

VI訪日インバウンドのプロモーションとしての

成田 TPの観光コンテンツの特徴

6. 1観光コンテンツの分析フレーム

訪日インバウンドのプロモーションとして，成田TPの

観光コンテンツの特徴を把握するにあたり， IIIで示した

]NTOのプロモーション事業において用いられた主要テ

ーマと，観光のアクティビティによるマトリックスを作

成した（表4,5)。

観光プロモーションの主要テーマについては，「Enjoy

my Japan」において欧米豪の無関心層に訴求力のあるテ

ーマとして設定され， 100Experienceでもカテゴリー分

けの項目として採用されている，伝統，自然アート，

食，まち，リラクゼーション，アウトドアに加え，ビジ

ットジャパン事業において，アジアに訴求力があるテー

マとして挙げられているショッピング，ポップカ］レチャ

ー，先端技術を合わせた 10項目を設定した。また，サ

プテーマとして， lOOExperiencesで提示された観光コン

テンツに基づき，細分化した項目を設定した。観光コン

テンツを分類する際に，複数のテーマを併せ持つ観光コ

ンテンツについては， 100Experienceパンフレットにお

ける類別に倣う分類するものとした。

表 4観光プロモーションの主要テーマ

主要テーマ サブテーマ

伝統 歴史宗教文化芸術

自然 自然環境歴史・文化

アート 伝硫工芸・美術，現代アート，音楽

食 料理・飲且食文化・伝統製造

まち 都市，伝統景硯エンタメ，インフラ・産業歴史

リラクゼーション 海山•田舎，ラグシュアリー

アウトドア スポーツ，追聾歴史自然

ショソピング （殴定なし）

ポソプカルチャー （設定なし）

先峠技術 （設定なし）

表 5観光アクテイビティ

アクテイビティ 類別基準

食べる・飲む R本やその地域特有の食事や飲み物を食べる・飲む

体験する
能動的に楽しむ／自然・文化体験をするI音楽を楽しむ／特定

のスポーツや特別な行動体験がメイン要素

観る
受動的に楽しむ1日本やその他域芦有の自然・文化・歴史景

観を観るI牛寺定の景色や対象物がメイン要素

知る・学ふ 歴史や，技術，構造プロセスなとを学ふ

買う 日本やその他域特有のものを買う／ショ／ピングを楽しむ
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観光アクテイビティについては，国土交通省の「訪日

外国人旅行者の消費動向とニーズ」の消費動向調査の項

目に基づき，食べる・飲む，体験する，観る，学ぶ，買

う，の5つに整理した。

6.2 100 Experiencesと成田1Pの観光コンテンツ比較

表6は，成田 TPのコンテンツについてマトリックス

として整理したもの，表7は「100Experiences in Japan」

に掲載されたモデル事例を整理したものである。成田TP

のコンテンツでは，ホームページなどのモデルコースに

示される項且ヒアリング，アンケートで得られた内容

とともに，今後の展開可能性を含めて分析することを目

的とし， v章で整理した各主体が認識する潜在的なコン
テンツ， TP参加者の評価として好意的なコメントの数を

反映した。

成田 TPの観光コンテンツをテーマで見ると，「伝統」

「食」に関するものが多く，ついで，「自然」「まち」「ア

ート」，少数であるが「アウトドア」が見られる。

テーマとアクテイビティとを合わせてみると， 100

Experiencesでは，全体を通じて「体験する」ことに，

成田 TPでは，「知る・学ぶ」の項目が多くなっている。



表6 成田トランジットプログラムの観光コンテンツ

テーマ ●号地域 コンテンツ テーマ ●号増嶋 コンテンツ

成田トラン
テーマ

1成田 =経体験をする 43 6市 日本食 名杢品を食べる(42)

ジット リラク
アウトドア

ポップ
ショッ 先端

2成田 新騎寺で歴史と伝統文化を学ふ(70) 44 6市 日本の食料品を買う(17)

3成田 護摩を兄学する(23) 45成田 名物のうなぎを食ぺる(15)

プ ログラム
伝統 自然 アート 食 まち ゼー カル

ピング 技術 4成田 宗苔呈堂で歴史と伝統文化を学ぶ 46成田 日本酒を飲む(2)
ション 海 山 チャー 5成田 表参道で歴史と伝統文化を学ぶ(34) 47成田 酒蔵兄学をする(3)

く食文化・伝統＞ く都市＞ 6成田 成田観光館で既園祭を学ぶ 48成田 和菓子作りを見学する(1)

49, 50, 55, 58, 66 
食べる・ (62) 

飲む く地湯料理＞

7成田 祇園祭で山車を引く(1) 49芝山 日本の家庭料理を食べる(1)

8成田 日本の商店を学ぶ(1) 50神崎 地元の発酵食品を食べる 飲む(1)

9成田 歌震伎のからくり飩計を餃る(1) 51神崎 発酵の里こうざきで味噌玉を作る(1)

10成田 芸斎の商りを観る(1) 52神僑 発酵の王こうざきで伝統の発酵食品作りを学ぶ

“i，絋 46 11成田 ニ味線演奏を聴く(1) 食 53神崎 発酵の里こうざきで伝統の発酵食品を買う

12成田 砦物袴の着付け体験をする(12) 54多古 稲作を学ぶ
く文化＞ く文化＞ く食文化・伝統＞ く行事＞ く文化＞ ＜自然散策＞ 13芝山 観音教字で纏つき体験をする 55多古 多古米を食べる(2)

7,~,.J.ll 澁 (36) 51, (59), (60), 68,69, 70 (71) 73, (77), 伝統 14芝山 房総のむらで江戸時代の苺らしを体験する(6) 56多古 地元の食材で作られた和菓子を食べる

く歴史＞ く伝統工芸＞ く料理＞ く自然 78 15芝山 芝山はにわ博物館で冠史を学ぶ(2) 57多古 多古あじさい蛇でおにぎり作りを体験する(2)

体験する
14，盆，込，盆 (37) (6 1) 

＞ 
＜農体験＞

く宗教＞ (72) (74), (75), 

16芝山 霰音教寺で歴史と伝統文化を学ぶ(3) 58多古 地元の食材で作られて和菓子を買う

17芝：山 四所神社で屈史と伝杭文化を学ぶ(1) 59多古 多古米を田んぽで食べる

18神崎 神崎神社に参拝する （セルフ） 60 - 餅つき体験をする
1, 13, 18, 24 (76) 19栄酎 渚物者付け体験をする(12) 61呑取 地元食材で日本料理を作る

ア 20栄町 房総のむらで江戸時代の歴史を学ぷ(6) 62誓取 お漬を水鉗地区を闇る船の上で飲む

ク
く文化＞ く自然環境＞ ＜庭園＞ く伝統的な

21栄町 房総のむらで江戸時代の遊びをする(6) 63番取 洛蔵見学をする

22栄町 房総のむらで忍者のコスプレをする(6) 64成田 表参道を散策する(37)

フー
9, 10, 11, 27 7, 31 32,;坦， 34,38, まちなみ＞

ィ く宗教＞ く歴史・文化 39 64 , ~67 

23多古 日本寺で歴史と伝統文化を学ぶ(7) 65成田 羞物をレンタルしてまちを歩く (11)

24多古 日本守で筵つき体験をする 66成田 バーや居洒塁などナイトタイムコンアンツを菜しむ

25番取 水郷佐原山車会薩で佐原の伝統を学ぷ(3) まち 67香取 佐原の歴史的地区を散策する(3)

ビ 観る 3 ＞ く伝統工芸＞

29,30 38 

26香取 香取神宮で歴史と伝統文化を学ぶ 68多古 あじさい祭りに参加する

27香取 佐原の大祭を見学する 69多古 多古米祭りに参加する
テ

ィ

く現代アート 28多古 田園風畏を眺める(J) 70多古 いきいきフェスタTAKOに参加する

＞ 

40 

自然
29多古 花見をする(1) 「)9ク 71誓取 古民家を利用したNIPPONIA佐臣に泊まる

30成田 さくらの山公園での花見(1) ゼーショ 72誓取 ザファームの白然の中でグランビングをする
31神崎 利樹 [|でのどかな河川風棗を霰る（セルフ） （2) 73成田 さくらの山公固でピクニックをする(1)

く歴史・文化 く農業生産＞ 32成田 日本庭園の紅菜を観る(4) 74誓取 芋攘りなどの農業体験をする

＞ 54 33成田 日本庭国を散策する(32) アウト 75多古 栢刈りなどの農業体験をする

2,4,~ 6, 8, く製造・加工＞ 34成田 日本庭国の池で紐を鑑営する(1) ドア 76成田 大栄町で芋掘り体験をする

知る 14,15,16,17,~ 47, 48, 52, 63 

・学ぶ
J, 26, 
く文化＞

6, 25, 

35成田 茶道体験をする(8) 77成田 成田ゆめ牧場で遊ぶ

36 - 撃道体験をする 78多古 田園地帯を枕めながらサイクリングをする(14)

アート
37 - 水引体験をする

ショッ
79酒々 濯 井々プレミアムアウトレッドで買い物をする(1)

38多古 あじさい庭園であじさいを観る 80成田 イオンモールで買い物をする

39斉取 盆栽を鑑賞する(1)
ピング

81成田 メガドンキホーテで買い物をする

く宗教＞ 40佐倉 DIC川村記念美術館で美術鑑賞をする ポップ 82成田ポケモンストアで貿い物をする(1)

41芝山 ロマトリックス（）潜在的コンァンツ， ~重下積 トリップアドバイザ

買う

く特産物＞ 79, 80,182 
芝山はにわ博物館で美術品を鑑宜する

のコメントが振数あるコンテンツ

,li,53 81 
42芝山 航空科学薄物蒐で航空機を学ぷ(1) ロリスト灰色セル 潜在的コンテンツ，（） トリ9プが1勺牙＋3;.ント数

表7 JNTOによる地域プロモーション事業「IOOExperiences」の観光コンテンツ

テーマ
テーマ 蓄号 コンテンツ テーマ 誉号 コンテンツ

JNTO 100 

Experiences リラクゼーショ アウトドア
伝統 自然 アート 食 まち

ン
海／水辺 陸域／山

1 【石川稟】芸子の歌や堀りを観る 52 【地方各地】 豪益列虫に柔る

2 【山形県】出羽二山で修行体験をする 53 【蜀山県］ 倉敷美観地区を歎策する

3 【徳島県】阿波踊りを観る 54 【福島県】大内店を訪れる

4 【広島県】広島神楽を続る 55 【闘山県］ジーンズストリートを散策する

5 【一重渠】赤目四十八海で忍者点術を体験する 56 【長崎県】軍艦島を探検する

く料理＞ く都市＞ 6 【栃木県】 庇沼秋まつりを霰る 57 【千葉県］成田空海周辺を散策する

29 60 伝 7 【山梨渠】身廷山久遠寺で僧侶体験をする ま 58 【広島県】 原爆 ドームで戟争の歴史について学ぶ

食べる く地場料理＞

飲む 24, 32, 

統 8 【長崎県】教会群でキリスト教の歴史について学ぷ ち 59 ［大阪府】 遊覧船に乗って街を巡る

9 【和歌山県】高野山で宕坊体験をする 60 【東京邸】新裾のガード下の居洒歴で食べる飲む

10 【福井県】大本山永平寺で座禅体験をする 61 ［兵庫県】 明石海峡大揉の主柱に登る

11 【烏取渠】一痣山ー仏寺投入堂を防れる 62 【埒玉県】白都配外郭放水路を見学する

12 【香JII栞】 逼氾体験をする 63 ［山梨共】富士急ハイランドで遊ぶ

く歴史文化＞ く自然環墳＞ く伝銃工芸＞ く食文化＞ くエンターテイ く自然＞ くスボーツ くウインタースポーツ＞
13 【奈良県】夜景が綺麗な壷阪寺を観る 64 【福島県】 エピスサーキットでドリフト体験をする

14 【京都府】 条城を観る 65 ［北海道】さっぽろ冨まつりを観る
5 17 43 25, 27, 28 ンメント＞ 92, 93 ＞ 66,83,84 15 【熊本渠】活火山の阿蘇山を観る 66 【和歌山県】熊野古道を歩く

く宗教＞ く歴史文化＞ く現代アート＞ 63,64,65 く歴史文化＞ 67, 69, 74, ＜釣り＞ 16 【宮崎県】 高千棟峡を翫る 67 ［沖縄県】石坦島でスキューバダイピングをする

2, 7, 9, 10, 12 18 45,47,48 くインフラ・産 89, 91, 95, 96, 75, 76, 79, 85 
17 【長野渠】赤沢森林で森林浴をする 68 【北海道】活火山の旭岳でスキーをする

自 18 【街島県】渓谷にある秘境の村を訪れる 69 ［広島県】 宮烏でSUPをする
＜音楽＞ 業＞ 98 81,82 

体験する
88 55, 56,57 く日本旅館＞

80,99, 100 

くラグジュア

ア
リー＞

ク
90, 94 

テ く歴史文化＞ く自然景観＞ ＜庭園＞ く伝統的なまち くスポーツ

ィ 1,3,4,6,14 15, 16, 19, 20 37, 38, 39, なみ＞ ＞ 

ビ く宗教＞ く動物＞ 40,41 53, 54, 21 

ァ 11, 13 21, 23 ＜美術館賞＞ 5 3、58 く遊覧＞

ィ 観る 46 78, 80 

く宗教＞ く生態系＞ く伝続工芸＞ く食文化＞ く歴史＞ ＜歴史＞

8 22 44 30, 31, 33, 56 77 

知る学
＜技術＞ ＜製造＞

ぷ
51 26,34,35,36 

買う

テーマ別にみると「伝統」に関しては，成田 TPでは

「体験する」，「観る」， 「知る・学ぶ」に分布している。

両者ともに仏教に関わるものが多く，成田 TPについて

は寺院に参詣，鐘つきなどを体験した上で，ガイドから

地域の歴史文化を学ぶこと， 100Experiencesでは僧侶

の山伏の修行体験が事例として挙げられる。他に両者に

共通するものとしては，芸者の歌や踊りといった座敷の

＜ゴルフ＞

88 

19 ［富山県】 アルペンルートのダイナミックな景色を観る 70 【愛媛県】瀬戸内海を眺めながらサイクリングをする
然 20 【秋田農】秋田内蔭縦賃鉄道に柔りながら自然を楽しむ 71 【滋賀県】琵琶湖の周辺をサイクリングする

＜自然散策／サイクリング＞
21 【長野県】猿が漏泉に入浴しているところを観る 72 【鳥取県】パフグフイダーで立から砂丘を鋲る
22 【兵庫農］県立研究所でコウノ トリの案境円生を学ぶ 73 【鹿児島県】塁久島でガイドから自然について学ぶ

70, 71,72, 86, 87 23 【北海道】冬に日本鶴をパードウォッチングする 74 【忘知県】四万十Jl1でSUPをする

く自然＞

73 

24 【兵庫県】神F牛を食べる ア 75 【北海道】支笏湖でカヤッキングをする

25 【宮城県】伝統的な居洒屋の雰囲気を体験する ウ 76 【群馬県】 利根）l|でキャーオ―ングをする

26 【香）l県】和菓子作り体験をする ト 77 【熊本県】球磨）l|くだりで江戸時代の歴史を学ぶ

27 【長野県】かまくらの中で食事をする ド 78 【和歌山県】瀞峡でJII下りをする

28 【鈴岡県】旅ノ舎で録茶づくり体験をする ァ 79 【高知県】古野）l|でフファイングをする

29 【襦岡県】マイクロパイオティック料理を食べる 80 【長崎県】九十九島の景色を船から蒙る

食 30 【岐阜県】小瀬木料壇教王で日本料遷づくり体験をする 81 【宮崎県】青島でサーフィンをする

31 【三重県】海女小屈で海女さん文化を学ぶ 82 【和歌山県】ニ本でスキューパダイビングをする

32 【神奈川県】新横浜ラーメン博物館で，，―メンを食ぺる 83 【北海道】ニセコでスキーをする

33 ［呑川県】高松中央卸売急市場で魚市場の歴史を学ぶ 84 【群馬県】水上高原で犬ぞり体験をする

34 【北海道】蒸留所でニッカウヰスキーの歴史を学ぶ 85 （紆潟県】プ9イベートマウンテンで｝II釣’」をしてIll急を食べる

35 【茨城県】須藤本家で日本濯造りについて学ぷ 86 【青森県】 白神山地をトレッキングする

36 【山梨県】プドウ園でワイン造りを学ぶ 87 ［岩手県】八幡平をハイキングする

37 【島根県】足立美術館で日本庭園を蒙る 88 【山梨県］ 猛士山を桃めながらゴルフをする

38 【虎児島】仙鍛園を見学する 89 ［広島県】旅館船 「ガンツウ」に泊まる

39 【埼玉県】さいたま市大宮盆栽美術館で盆殻を鑑賞する 90 【山形県】ショウナイホァルスイデンアフスに泊まる

40 【栃木県】足利フフワーパークで藤を観る リ 91 【京都府】舟屋に泊まる

41 【新潟県】多彩な鉗鯉を霰る ラ 92 【鹿児島県］足久島の原生林の中[-ある宿に泊まる

42 ［神奈川稟】閃田美術鰈で自然に四えれて美術鑑竺をする ク 93 【長崎県］五島列島の自然の中でグランピングをする

ア 43 【福井県】 職人さんに習いながら漆塗り体験をする ゼ 94 【沖縄県］ザリッツカールトン沖縄に泊まる
I 44 【福岡票】九州国立博物館で文化交流の厖史を学ぶ I 95 【岐島県】白）1|揮に泊まる

ト 45 【新潟県】宿泊型芸術を体験する シ 96 【秋田県］日本の田舎春らしを体験する

46 ［大分県lComlco Ari MuMumで日然と褐和した苔術壬鑑党 ョ 97 【北海道】旅亭 「群来」に泊まる

47 【東京都】チームラボの呈先端アートを体験する ン 98 【兵庫県］篠山城下IIJホァルNIPPONIAに泊まる

48 【香川県］直島でインタラクテイプなアートを楽しむ 99 【山口県】 別邸音信の）1|沿いにある温泉に入る

49 【育森稟】＋和田市現代美術館で現代アート鑑賞をする 100 【佐賀県］位9宿竹林亭に泊まる

50 【新潟県】フジロックフェスアイバルを楽しむ

51 【愛知県】 トヨタ産業技術記念館で工業技術を学ぶ

体験，成田の祇園祭，佐原の大祭での山車引き体験とい

った伝統的な祭りの見学，参加が挙げられる。また，成

田TPでは，着付け体験や栄町の体験型の歴史テーマパ

ークでのコスプレが参加者からの評価の高い観光コン

テンツとなっている。

次に「食」に関してみると，「食べる」，「体験する」，

「知る・学ぶ」と，成田TP,100 Experiencesともに同
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様なアクティビティが見られる。「知る・学ぶ」について

は調理や制作の工程を見学し，試食などの体験を行うも

の，「体験する」については，実際に調理や制作を体験す

るもの，あるいは，田んぼやかまくらの中，船上など，

地域の歴史文化に関わる状況下での飲食が見られる。

「白然」については，ハイキングやスキーなど体験的

なものについては， 「アウトドア」に分類されたことか

ら，季節の花木や白然景観を眺めるものが主となってい

る。 100Experiencesについては，阿蘇山や白神山地な

ど白然公園として保全される，雄大な白然を対象とした

もの，成田 TPでは，田園風景や苧浣の植栽や花見とい

った日常的な自然を持って楽しむものが挙げられた。

「アート」については，両者共に博物館や芙術館での

美術観賞とともに，日本庭園を観賞する「見る」が該当

し，「体験する」については，伝統工芸の体験とともに，

環坑とともに鑑賞する現代アートの事例が多く該当す

ることが特徴として挙げられる。

「まち」については，伝統的なまちなみの散策や，地

域のお祭りイベントの行事への参加，日本的な居酒屋な

ど都市生活，首都圏外郭放水路や明石洵峡大橋などのイ

ンフラツーリズムといった「体験」が該当する。また，

成田TP自体も「まち」に分類されている。

「リラクゼーション」，「アウトドア」については，成

田 TPでは該当する観光コンテンツは少なく， 100

Experiencesの事例を見ると，「リラクゼーション」では，

歴史的な建造物・集落，舟屋，伝統的な日本旅館といっ

た日本ならではの施設，あるいは高級ホテルヘの滞在，

「アウトドア」については，四万十川でのSUPや石垣島

でのカヤック，旭岳でのスキーなど白然環境の美しさを

体験することができるスポーツ，熊野古道や白神高原で

のトレッキングなど該当する。一方，成田 TPでは，潜

在的な観光コンテンツとして，参加白治体から「アウト

ドア」では農業体験，「リラクゼーション」として分散型

ホテルやグランピングでの滞在プログラムが挙げられ

ており，現状のプログラムでは対応しにくいものの，地

域資源としては可能性があるテーマといえる。

vn考察

7. 1地域プロモーションとしての成田TP

成田 TPは，通過から入国旅客への移行を図ること

を目的とした国際線通過旅客に対する訪日プロモーシ

ョンとして政策提案されたものであるが，東皐都心部

から 60kmという成田空港の立地上，また成田空港と

地元自治体との関係から，他国のトランジットツーリ
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ズムの主な観光コンテンツとなっているシティーツア

ーではなく，白治体の単位で地域資源に即した観光コ

ンテンツにより構成されるツアーが提供されている。

JNTOが取り組む地方プロモーションや無関心層へ

のプロモーションの手法や観光コンテンツに対する評

価の視点と比較すると，対象とする資源を絞って受入

の体制を整えることで，短時間に要素を凝縮したツア

ーの提供を可能としているといえる。また，外国人の視

点に立った観光コンテンツの提供については，地域とい

うよりは，ボランティアガイドの裁量によるところが

大きく，このガイドツアーの体験に対する参加者から

のフィードバックが，地域に観光地としての評価を認

識させることにつながっている。

一方9 ]NTOの地域プロモーション室では，効果的な地

域プロモーションには，外国人が捉える観光地域と整合

しない基礎自治体の単位ではなく，環坑資源やテーマが

共通する複数の白治体の間の連携が必要であることが

指摘される。地域でのインバウンド観光の振興という視

点からは， 1組織につき 1ツアーで，内容が重ならない

よう調整された成田 TPは，ツアーでの体験が，地域に

対する認識にはつながりづらい面があるといえる。実際

に，地域が捉える成田 TPの観光コンテンツでは，歴史

的なまちなみや寺社の散策と文化伝統の体験，田園地域

での風屎と体験など， 自治体間で共通するものが多い。

空港周辺地域の地域的な広がりを勘案し，グランピン

グや伝統的な建築への滞在といった「リラクゼーション」

と組み合わせたステイプログラムとして，地域をプロモ

ーションするストーリーを組み立てるといったことで，

地域としての認知度を高め，地理的条件や人的資源など

インバウンド観光の対象としての白治体間の体制の違

いを補完しあうものになると考えられる。

7.2訪日プロモーションとしての成田TP

成田 TPは，国際線通過旅客が日本の良さに触れる

ことで，入国旅客への移行を図るための訪日プロモー

ションの新たな切り口として導入されたものである。

7.1で述べたように，成田空港トランジット＆ステイプ

ログラム連絡協議会による成田 TPの運営では， NAA

とボランティアガイドの参加動機において，訪日プロ

モーションの手段としての認識が明確に示されたが，

地域振興の取り組みとしての側面が人きい。

一方で，観光コンテンツを分類すると，アウトドア

やリラクゼーションの項目が少ないものの，その他では

地域とテーマのバランスに配慮して選択された 100

Experiencesと構成が共通っている。特に，仏教に関す



る体験や古い街並みの散策，日本庭園の鑑賞，発酵食な

ど日本ならではの食文化の体験，田園風景など， 100

Experiencesに多く見られる項目と共通するものが多く

みられることがわかった。

トランジットプログラには，ディスティネーションと

しての日本に対する関心は高くなくても，観光に対する

意欲が高い層が参加することが推察される。そこで成田

TPでの体験を，地方部での同様なテーマ，アクティビテ

ィでの観光コンテンツと重ねられるような情報の提供

を行うといったことにより，到着空港への印象がカン

トリーイメージに与える影響 (Martin-Cejas,Roberto R 

2006)に合わせ，国内地方部での観光のイメージを形成

する，体験型のインバウンドプロモーションになりうる。

また，成田空港からバスでのアクセスできる静岡や山梨

栃木，茨城福島成田空港からの国内線が就航する宮

城山形，新潟，石川，金沢，香川，鹿児島長崎とい

った，成田空港を拠点とした観光が可能な都市を踏まえ

たプロモーションにより，インバウンド観光客の移動手

段としての国内地方路線の選択にもつながるものと考

えられる。

vn結論

本研究では，成田空港におけるトランジットプログ

ラムにおける関係主体のねらい，地域資源に対する観

光コンテンツとしての評価を， JNTOが進めるインバ

ウンドプロモーションと比較し，地方プロモーション

としての意義と相補的な発展の可能性を論じた。

2020年度は、新型コロナウィルスの影響により，訪

日インバウンドは激減し、成田 TPも休止となってい

るが、本来の目的地でない地域での短時間の観光体験

を通じた地域イメージの形成、観光コンテンツのテー

マや資源が共通する地域間での相互のプロモーション

など、地域、あるいは国土を広く捉えた観光振興は、

観光需要の喚起と観光客の分散を両立するといった視

点から、国内観光旅行の振興においても重要な視点に

なると考えられる。

本研究では、成田 TPの各運営主体の認識に基づい

て観光コンテンツの分析を行ったが、成田 TP参加者

の再訪の状況やその TPでの体験による影響、経済的

な効果や地元観光事菓者からの評価など、地域に対す

るトランジットプログラムによる具体的な影響とその

要囚については今後の課題としたい。
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補注

l) 他国のトランジットプログラムの状況については，ハブ空港

として日本と競合する東アジアの国瓢処点空湛として北京，

上海，仁川，香港，桃園（台湾），成長））が高い東南アジアの

国麟処点空湛であるチャンギ（シンガポール），クアラルン

プール（マいーシア），スワンナプーム（タイ）， トランジッ

トプログラムの充実に力を入れ，成田と同様に大閾財乗り継

ぎをメインとするアタテュルク（トルコ），スキポール（オ

ランの，アプダビ・ドバイ（アラブ首長国連邦），ハマド（カ

タール）の国際拠点空湛を対象に，政府観光局，空湛会社，

航麟社などのホームページを参照しt~
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